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市民の声ボックスの流れ�

投書を投函�

電子メールから送信�

市長が直接、投書を拝見します。�

回答書を作成します。�
※緊急性があるときや、投書内容の確認のために、�
　担当職員が電話などで問い合わせたり、直接お�
　伺いしたりすることもあります。�

投書された方に回答書が�
届きます。�

関係課の考え方などの報告を受けます。�
市長が回答内容を確認します。�

投書を受け付けし�
てから、回答書が�
届くまで、概ね10�
日間いただきます。�

郵送�

関係課が仕事を進めて�
いくうえでの参考にす�
るよう指示します。�
回答が必要な投書は、�
関係課へ回答書の作成�
を指示します。�

着衣泳～万一の事故に備えて～�

世界でたった一つだけの作品�

完全燃焼！インターハイハンドボール�い
き
い
き
や
し
お
写
真
館�

い
き
い
き
や
し
お
写
真
館�

　７月８日、八條北小学校で万一の水の事故にあわてないで対
応できるようにするために服を着たまま泳ぐ着衣泳が行われま
した。�
　参加した３年生から６年生の児童からは、いつもと違って体
が思うように動かずに「重い！」「進まない！」との声が上が
っていました。�
　また、ビニール袋やペットボトルを浮き輪代わりに利用して
体を浮かせる練習では、最初はなかなかうまくいかずにすぐに
水中に沈んでしまう児童が多かったのですが、先生の指導のもと、
上手に浮かせて「できた！」と大きな歓声が上がっていました。�

　平成２０年度全国高等学校総合体育大会（インターハイ）の
ハンドボール女子競技が、八潮市・三郷市・吉川市で行われ
ました。市内では、７月２９日から３１日までエイトアリーナで、
１回戦から３回戦までの試合が行われ、全国各地で数々の戦
いを勝ち抜いてきた選手の皆さんが熱戦を繰り広げました。�
　市内中学卒業生の男女出場選手・出身校は次のとおり。（敬称略）�
〈浦和実業学園高等学校〉�
　鈴木歩美（３年・八潮中）　田村春華（３年・八潮中）　細川奈美（２年・八潮中）�
〈埼玉栄高等学校〉�
　小倉野乃子（２年・八潮中）　相田かなえ（１年・八潮中）�
〈川口東高等学校〉�
　櫻井貴弘（２年・八潮中）�

着衣泳～万一の事故に備えて～�

　７月１９日、資料館で藍染め講座（絞り染め）が行われました。
毎年恒例のこの講座は、資料館ボランティアの方の協力により、
たくさんの方に体験していただいています。�
　参加者は出来あがりを想像しながらサラシに大きなビーズ
を包んで縛り、藍の染料や薬品、洗い水を含め、５種類の液
体に布を漬けるなど、手際よく作業を進めていました。「縛る
のが難しかったけど、素敵な柄に染め上がってうれしかった」
「染め上がった布を広げるときはワクワクした」と、初めての
体験に夢中になった参加者は、染め上がったばかりの作品を
満足げに風になびかせていました。�

　７月２０日、ゆまにてで「親子食育教室」が行われました。
親子ふれあい体験農業で作付けした野菜（なす、枝豆、とう
もろこし、小松菜）を収穫して、八潮市食生活改善推進会の
調理指導により「スープカレー」や「小松菜もち」などを作
りました。�
　新鮮野菜を利用した料理は、参加した６組２０人の親子にと
ても好評で「自分で育てた野菜のせいか、子どもが残さずに
食べてくれてよかった」「子どもと一緒に農作業や料理ができ
てよかった」などの感想が聞かれました。�

世界でたった一つだけの作品�

完全燃焼！インターハイハンドボール�

おいしい！新鮮野菜を使って食育�おいしい！新鮮野菜を使って食育�

�

女
性
の
健
康�

〜
自
分
の
身
体
は�

自
分
で
守
ろ
う
〜�

①
子
宮
が
ん
検
診�

〜
２０
歳
を
過
ぎ
た
ら
２
年
に
１
回
、
子

　
宮
が
ん
検
診
を
！
〜�

　
年
々
、
子
宮
が
ん
が
増
え
て
き
て
い

ま
す
。
市
の
検
診
で
も
毎
年
の
よ
う
に

子
宮
が
ん
が
見
つ
か
っ
て
い
ま
す
。
子

宮
が
ん
に
は
、
頚
部
が
ん
と
体
部
が
ん

が
あ
り
ま
す
。
頚
部
が
ん
は
、
３０
歳
代

か
ら
４０
歳
代
ま
で
で
多
く
発
症
す
る
の

が
特
徴
で
す
が
、
最
近
は
２０
歳
代
の
方

も
増
え
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
性
交
渉
で

感
染
す
る
ヒ
ト
パ
ピ
ロ
ー
マ
ウ
イ
ル
ス
（
Ｈ

Ｐ
Ｖ
）
の
感
染
が
関
係
し
て
い
る
か
ら

で
す
。
初
期
の
段
階
で
は
、
自
覚
症
状

は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
体
部
が
ん
は
、

５０
歳
代
か
ら
６０
歳
代
ま
で
で
多
く
見
ら

れ
る
の
が
特
徴
で
す
。
特
に
閉
経
を
迎

え
た
方
、
肥
満
・
高
血
圧
・
糖
尿
病
の

あ
る
方
は
リ
ス
ク
が
高
く
な
り
ま
す
。

初
期
の
症
状
と
し
て
、
不
正
出
血
が
あ

り
ま
す
。�

　
検
査
方
法
と
し
て
は
、
頚
部
と
体
部

の
二
種
類
あ
り
ま
す
。
頚
部
が
ん
検
診
は
、

細
胞
を
綿
棒
な
ど
で
採
取
す
る
細
胞
診

を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
体
部
が
ん
検
診
は
、

内
膜
細
胞
診
に
よ
る
組
織
検
査
を
行
い

ま
す
。
ぜ
ひ
、
こ
の
機
会
に
検
診
を
お

受
け
く
だ
さ
い
。�

□対
市
内
在
住
の
２０
歳
以
上
（
平
成
元
年

３
月
３１
日
以
前
に
生
ま
れ
た
方
）
の
女

性
（
昨
年
度
、
市
の
子
宮
が
ん
検
診
を

受
け
た
方
を
除
く
）�

□費
頚
部
が
ん
検
診
１
７
０
０
円
　
頚
部
・

体
部
が
ん
検
診
２
５
０
０
円
※
八
潮
市

国
民
健
康
保
険
加
入
者
、
生
活
保
護
受

給
世
帯
、
市
民
税
非
課
税
世
帯
、
受
診

当
日
７０
歳
以
上
の
方
は
自
己
負
担
な
し
。�

□日
１０
月
３１
日
ま
で�

□場
市
内
…
八
潮
中
央
総
合
病
院
、
草
加
市

…
何
川
医
院
・
木
島
医
院
・
児
玉
医
院
・

草
加
菅
原
レ
デ
ィ
ー
ス
ク
リ
ニ
ッ
ク
・

瀧
澤
医
院
・
松
原
レ
デ
ィ
ー
ス
ク
リ
ニ

ッ
ク
・
水
野
医
院�

□申
電
話
で
健
康
増
進
課
（
�
９９５
・
３
３

８
１
）へ
。�

※
受
診
券
を
郵
送
ま
た
は
窓
口
に
て
お

渡
し
し
ま
す
。
受
診
券
を
持
っ
て
前
記

の
委
託
医
療
機
関
で
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。�

�

②
乳
が
ん
検
診�

　
乳
が
ん
も
子
宮
が
ん
と
同
様
に
年
々

増
え
て
い
ま
す
が
、
早
い
段
階
で
見
つ

け
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
治
る
が
ん
で
す
。�

　
現
在
、
保
健
セ
ン
タ
ー
で
は
、
乳
が

ん
検
診
を
行
っ
て
い
ま
す
。
検
診
で
は
、

専
門
の
医
師
に
よ
る
視
触
診
と
、
し
こ

り
と
し
て
触
れ
な
い
ご
く
早
期
の
乳
が

ん
も
発
見
で
き
る
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
（
乳

房
専
用
の
X
線
検
査
）
を
行
い
ま
す
。�

　
ま
た
、
乳
が
ん
は
唯
一
自
分
自
身
で

見
つ
け
る
こ
と
の
で
き
る
が
ん
で
あ
り
、

自
己
検
診
が
と
て
も
有
効
で
す
。
検
診

当
日
は
、
保
健
師
に
よ
る
自
己
検
査
法

の
講
話
も
行
っ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
こ

の
機
会
に
検
診
を
お
受
け
く
だ
さ
い
。�

□対
４０
歳
以
上
（
昭
和
４４
年
３
月
３１
日
以

前
に
生
ま
れ
た
方
）
の
女
性
（
昨
年
度
、

市
の
乳
が
ん
検
診
を
受
け
た
方
を
除
く
）�

□費
１
７
４
０
円
（
視
触
診
５
０
０
円
、乳

房
X
線
検
査
１
２
４
０
円
）�

※
八
潮
市
国
民
健
康
保
険
加
入
者
は
、

視
触
診
の
自
己
負
担
な
し
。
生
活
保
護

受
給
世
帯
、
市
民
税
非
課
税
世
帯
、
受

診
当
日
７０
歳
以
上
の
方
は
自
己
負
担
な
し
。�

□日
今
年
度
は
偶
数
月
に
実
施
。
広
報
や
し

お
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
（
現
在
受
け
付

け
て
い
る
の
は
１０
月
１４
日
�
の
検
診
分

で
す
）。�

□場
保
健
セ
ン
タ
ー�

□申
電
話
で
健
康
増
進
課
（
�
９９５
・
３
３

８
１
）へ
。�

表１　投書箱・投書用紙の設置場所�

市役所本庁舎（玄関ロビー）�

わかくさ福祉作業所 �

保健センター �

ゆまにて �

八幡図書館 �

八條図書館 �

文化スポーツセンター �

資料館 �

消防・大瀬出張所 �

市役所駅前出張所 �

身体障害者福祉センターやすらぎ�

やしお生涯楽習館�

八潮メセナ�

老人福祉センター寿楽荘�

老人福祉センターすえひろ荘�

エイトアリーナ�

セブンイレブン 大曽根店�

セブンイレブン 八潮垳店�

セブンイレブン 八潮八條北小前店�

セブンイレブン 八潮木曽根店�

ファミリーマート 鹿野八潮大瀬店�

ファミリーマート 八潮西袋店�

ローソン 八潮八条店�

マイショップまつだ（浮塚）�
　　　の施設には、郵送用封筒に加えて投書箱も設置してあります。�

道水路の整備・維持管理、下水道の整備 38件�
市職員などの対応、事務処理・人事異動など 30件�
公共施設の整備および管理運営 24件�
交通規制、道路反射鏡・街路灯・信号機の設置 20件�
公園の設置・管理、緑地の保全 20件�
教育施設整備、学校教育、給食、文化文芸 18件�
防災、治安対策、危機管理、防災無線の放送 16件�
ゴミ処理、汚物処理、資源リサイクル 14件�
医療 12件�
市民まつり・イベント 10件�
福祉、高齢者、障がい者、児童、乳幼児福祉 9件�
工場騒音、汚染、野焼き、蚊・害虫の発生、犬・猫のフン、カラス対策、空き地の管理 9件�
保育所・幼稚園・学童保育所・児童館の管理運営 8件�
税金 8件�
八潮駅周辺の駐輪・駐車場の設置 8件�
体育施設運営管理（体育館・テニスコート・野球場など） 7件�
市民の声ボックス・ホームページ・広報関係 6件�
八潮駅周辺のビジョン（駅前開発） 5件�
ボランティア活動 4件�
国民健康保険 4件�
個人情報の管理 3件�
行政施策・総合計画 3件�
社会教育 3件�
バス路線の整備 2件�
八潮駅前に銀行・郵便局・娯楽施設等の設置 2件�
河川の美化 2件�
禁煙・喫煙・煙草のマナー 2件�
その他（市民のモラル、マンションの耐震強度、建築許可、放置車両など） 27件�
 314件�

表２　投書内容別件数�

※一人の方から一度に複数寄せられた質問も集計してあります。�

電子メール 123件�

投書箱（市役所本庁舎・施設含む） 91件�

郵送 18件�

ファクシミリ 0件�

電話（ほっ、とラインやしおは１件） 7件�

その他 3件�

 242件�

表３　投書方法別件数�

10歳未満 0件�
10歳以上　20歳未満 1件�
20歳以上　30歳未満 28件�
30歳以上　40歳未満 58件�
40歳以上　50歳未満 14件�
50歳以上　60歳未満 12件�
60歳以上 18件�
年齢の記載なし 111件�
 242件�

表４　年代別投書者数�

文書回答 129件�

訪問回答 3件�

電話回答 7件�

回答希望なし 102件�

その他 1件�

 242件�

表５　回答件数�

市民の声ボックスとは�

　
い
つ
で
も
、
ど
こ
か
ら
で
も
、
市
民

の
皆
さ
ん
か
ら
の
声
を
い
た
だ
く
た
め
に
、

次
の
方
法
が
あ
り
ま
す
。�

①
投
書
箱
・
郵
送
用
封
筒�

　
投
書
箱
お
よ
び
郵
送
用
封
筒
は
、
表

１
の
と
お
り
、
公
共
施
設
１０
カ
所
に
設

置
し
て
あ
り
ま
す
。�

　
ま
た
、
そ
の
ほ
か
の
公
共
施
設
６
カ

所
と
市
内
の
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア

な
ど
８
カ
所
に
は
専
用
の
郵
送
用
封
筒

を
設
置
し
て
あ
り
ま
す
。（
表
１
）�

※
郵
送
用
封
筒
の
中
に
投
書
用
紙
が

入
っ
て
い
ま
す
。�

②
郵
送�

　
市
役
所
広
聴
広
報
課
（
〒
３４０
・
８
５

８
８
八
潮
市
中
央
一
丁
目
２
番
地
１
）

へ
お
送
り
く
だ
さ
い
。�

③
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ�

�
９９５
・
７
３
６
７
へ
送
信
し
て
く
だ
さ
い
。�

④
電
子
メ
ー
ル�

　
八
潮
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w.

city.yashio.lg.jp

）
へ
ア
ク
セ
ス
し
「
市

民
の
声
ボ
ッ
ク
ス
Ｅ
メ
ー
ル
送
信
画
面
」

か
ら
送
信
し
て
く
だ
さ
い
。�

��

　
平
成
１９
年
度
に
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら

寄
せ
ら
れ
た
投
書
は
、
２４２
件
で
し
た
。

す
べ
て
の
投
書
に
市
長
が
目
を
通
す
と

と
も
に
、
関
係
課
に
お
い
て
対
応
し
て

い
ま
す
。
投
書
内
容
別
件
数
（
表
２
）、

投
書
方
法
別
件
数
（
表
３
）、
年
代
別
投

書
者
数
（
表
４
）、
回
答
件
数
（
表
５
）

に
つ
い
て
は
、
次
の
表
の
と
お
り
で
す
。�

��

　
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の
声
は
大
変
重

要
で
あ
り
、
市
民
が
主
役
の
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
る
原
点
と
な
る
も
の
で
す
。�

　
市
政
に
関
係
す
る
意
見
・
提
案
で
あ

れ
ば
ど
の
よ
う
な
も
の
で
も
結
構
で
す

の
で
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
声
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。�

　
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の
幅
広
い
声
を
聴
き
、
ま
ち
づ
く
り
に
生
か
す
た
め
、
市
民
の
声
ボ
ッ
ク
ス
を�

設
置
し
て
い
ま
す
。�

□問
広
聴
広
報
課
�
○内
３
７
３�

利
用
方
法
は�

　この制度は、市民の皆さんの意見・提案などを、直接、市長に伝える
制度です。日ごろ生活をしていく中で、疑問に感じたことや市政に対す
る意見や提案など、皆さんからいただいた貴重な「声」をまちづくりに
生かしていくためのものです。�

合　　　計�

合　　計�合　　計�

合　　計�

昨
年
度
の
声（
投
書
）の
内
容
な
ど�

〒�


